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　 Ｄ Ｖ と 聞 く と 身 体 的 な 暴 力 が イ
メージされやすいのですが、それ以
外にも種類があります。それぞれの
内容をしっかりと理解することがと
ても大切だと感じました。同時に、
身体的暴力以外のＤＶは、その言動
がＤＶであると立証されるまでに時
間がかかるのではないかとも感じ、
今後の対策に期待したいです。

DV のそれぞれの内容を
理解することが大切

境町男女共同参画推進委員会　

副会長　飯田 里美さん

▶ 会場いっぱいの参加者のなか、町長も出席
し当セミナー開催への感謝の意を表しました　

講師の中条さん自ら参加者の思いに耳を傾けながらの講演となりました。
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暴力は、殴る・蹴るだけではありません。
家庭内でこんなことしたり、されたりしていませんか。 よりよい関係を築くために正しく DV を知ろう！

「DV 防止セミナー」開催
DV（ドメスティックバイオレンス・家庭内暴力）について正しい知識を身につけようと
境町男女共同参画推進委員会主催による講演会が行われました。

DV（ドメスティックバイオレンス・家庭内暴力）とは

▲会場入り口付近で行われた「さしま茶」
の試飲も大変好評でした

ワーク・ライフ・バランス講座
　　　９月３日（日）午後１時～午後３時
　　　安藤哲也氏
　　　境町役場４階大会議室

。

次 回 講 座 の ご 案 内

仕事と家族との時間、自分の時間も楽しもう！

日時

講師

会場

精神的ＤＶ

● 相手に向かってばかにした
　言葉や汚い言葉を言う。
● 相手を繰り返し批判したり
　否定的なことを言ったりする。
● 相手をけなす。
● 無視する。
● 大声で怒鳴る。
● 電話やメールを無断で
　チェックする。

身体的ＤＶ

● 殴る、蹴る。
● 相手に向かって、
　物を投げつける。
● 髪の毛をつかんで引っ張る。
● 危険物や凶器をつかう。

経済的なＤＶ

● 借りたお金をかえさない。
● お金を貢がせる。
● デート費用をいつも払わせる。
● 生活費を渡さない。

　2001 年、ウイメンズネット「らいず」
設立時より DV 被害者支援に関わる。現在、
同会理事・ヘルプライン部会長。
　2003 年 5 月、県西地域を拠点としての
DV 防止啓発・DV 被害者支援を目的に「west
らいず」を設立。2005 年から現在まで会
長を務める。
　また、デート DV と言う言葉が知られな
かった 2006 年、DV 防止には若年層の防
止教育が必要と感じ、アウェア認定デート
DV 防止プログラムのファシリテーター※、
更に DV 加害者プログラムのファシリテー
ターの資格を取得。
NPO 法人リジリエンスより、性暴力被害者
支援者「SAFER アソシエイト」として認定。
現在、地元での地域活動の傍ら、DV 被害
者のための電話相談員、DV・デート DV 防
止のための出前講座の講師として活動中。

中条 美智子さん

講師プロフィール
STOP!

DV

？

配偶者からの被害経験 女性の4人に1人

交際相手からの被害経験 女性の5人に1人

同居経験ありでは3人に 1人

命の危険を感じたことがある 女性の20人に1人

誰にも相談しなかった 約4割

相手と別れなかった理由
「子どものことを考えたから」

約半数
※平成 26 年内閣府調査結果

※平成 27 年度警視庁発表資料

※そのほか、性的 DV など

DV 被害の約 9 割以上が
女性！！！

男性 7%

女性 93%

配偶者からのDV被害は年々増加傾向にあります

DV 認知件数

63,141 件

ストーカー認知件数

19,920 件

配偶者による検挙数

傷害 2,652 件、暴行 3,743 件、

殺人 147 件
※平成 27 年警察庁統計

DV相談はこちら▶ 社会福祉課　☎ 81-1305（毎週月～金AM9:00 ～ PM5:00）※祝日除く

※ファシリテーター……実施者
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